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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
構音障害…喉頭で作られた音声からいわゆる話し言葉を作ることを構音といい、その機能が傷害されること
歯車用固縮…一定の抵抗が断続し、歯車のようにカクンカクンと動く
仮面用顔貌…顔面の筋肉の固縮により表情が乏しくなってしまう
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
抗コリン作用…アセチルコリンの作用を阻害することで、副交感神経の作用を阻害する
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